


IBEXテクノロジー の

卓越した技術力と高度な専門性でローカル5G映像伝

IBEXテクノロジー は、映像を超低遅延で伝送するIPコ ー デック装置を自社開発し、

長年にわたって映像伝送に携わって参リました。

製品に組み込んだモニタ機能を使用し、 各種計測テータを可視化し、 知見を活かした考察を付加してレポー トします。

是非、IBEXテクノロジ一の「ローカル5G映像伝送検証サー ピス」をご利用ください。
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これらの課題を映像伝送のソリュ ー ションプロバイダー

IBEXテクノロジ ー が解決します

＇検証項目

機器や通信路などの性能を表す特性の一つ。

通信回線の単位時間あたりの実効伝送量を知る。

..,. ,  = ＝ 
1 = 

測定機器を使用して、 映像伝送装囲a

遅延 （ネットワ ー ク部も含む） を測定することで、
｀ 

映像伝送にかかる時間を定量的に知ることが出来る。

ジッタ

受信側のパケットの到慧時間が、 送出側のパケットの：

送出間隔と異なる現象のこと。 ジッタが大きくなると、

パケットロスの発生や遅延時間の増加につ ながる。

(2Kのみ）
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映像乱れの原因となるパケットロスが、 どの頻度で

発生しているかを測定。基地局と端末の距離によっても

変動するため、 一定間隔ごとに測定を行うことも可能。

用のネットワ ー ク品質に合わせた

適切なパラメ ータ（ビ；；トレート、バッファ時間）を

ご提案。

これらの測定結集をもとに、 ご使用されている

ネットワ ー ク特性について考察。

※竜波伝搬、 飛来波確認、 ヒートマップ、干渉検査、 帯域内の瞬時信号検出、 ノイズ源の特定等は今回のソリューション内容には含まれておリません。



送の品質・効率を検証いたします

機器構成（例）
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＊入力変換器が前段に必要
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●遅延時間
遅延測定器◎にて、送信元エンコ ー ダ®への入力から
受信デコ ーダ®の出力間の正確な遅延時間を測定

有線→無線

＊出力変換器が後段に必要

無線→有線

●スループット、ジッタ、バケットロス
送信元エンコ ーダ◎と受信デコ ーダ®閤のモニタ
機能により測定

＇検証結果（例）
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IBEXテクノロジー製品を使用することで、各種情報の取得を行います。また、時間

経過ごとのデータを蓄積してグラフ表示を行うことも可能です。こちらの映像伝送

で使用している回線は、リアルタイムでのジッタが5.18msec、最小〇．72msec、叢大

で25.65msecと非常に揺らぎが大きく、パケットロスが全体の0.57％発生して

います。

パケットロス対策機構であるFECとARQを併用し、欠落補完してい

ますが、0.02％のロスは救済できていないことが分かります。理由と

しましては、 この網ではRound T「ip Time(RTT)の最大値が32msec

と大きく、かつ揺らぎがありますが、受信バッファの設定が不十分であり、

再送要求のトライアル 回数を十分に確保できない状況が発生している

ために、0. 02％ のパケットが救済できず映像の乱れが生じています。
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